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序  

閑泉樋商連跡調査報告を刊行することができました。この報告書が斯学の研究に少しでも寄  

与できれば幸いに存じます  

本遺跡は、昭和58年2月に発掘調査した閑泉樋遺跡と道路をへだてた南側に位置する。  

閑泉樋遺跡では、推定上野国府域を考える上で重要な大溝を発見した遺跡である。そこでマ  

巾  だち大溝及び国榔研究する上でも重要な地であるため発掘調査を実施す  

調査の成果としては、古墳時代後期の住居跡を発見することができた。  

調査区北側に東西に走る巾5mほどの溝が発見されたが国府域にかかわるか不明であるが  

今後の調査研究に負うところが多いものである。  

調査にあたり㈱藤田プロモーター作業員さん、地主等に多大な協力を得られたことに記して  

感謝申し上げます。  

昭和61年3月1日  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

団 長  奈良 三郎   





口  

1本書は貸住宅建設に伴い、事前調査された前橋市元総社町に所在する閑泉樋南（かんせ   

んといみなみ）遺跡の調査報告書である。  

2 調査は確認調査を前橋市教育委員会が行ない、本調査を山武考古学研究所が行なった。  

3 遺跡の所在地及び調査期間は下記の通りである。  

所在地  前橋市元総社町2丁目8－7  

調査期間 確認調査 昭和60年5月22日  

本調査  昭和60年6月25日－7月25日  

4 本書の遺物・図面の整理は根本時子、富田弘子の協力を得て、千田幸生が行なった。  

5 本書の執筆は第1章、第1節を浜田博一Jベイニー、仙けエ血書ルぶ仁ナ1ノ1  

6 本書に使用した写真は千田幸生が撮影し7こ。  

7 本書の編集は千田幸生が行ない、所長平岡和夫が総括を行なった。  

8 発掘調査から本書刊行に至るまで下記の機関の御指導、御助言を賜った。記して感謝の   

意を表す次第であります。  

前橋市教育委員会 （株）岡田工業 （株）藤田ビジネスプロモーター  

9 発掘作業参加者  

飯塚昭子 碓井享祐 碓井フミ 太田一郎 小川悦子 加藤八重子 金井福次郎   

木村本次郎 木村妙子 小暮トミ 近藤六三郎 佐々木勇 高橋豊美 春山光男   

松田隆次 真庭卯平 真庭トシ 柳原久仁江 山田義走  

ヰ「・  

一 九」  

凡  例  

1本書中に使用した遺構番号は現地調査において使用したものをそのまま用いた。この為   

土拡には欠番となるものがある。  

2 本書に使用した北は磁北を表わす。  

3 遺構の挿図の縮尺は住居址・土拡は60分の1、カマドは30分の1、満は80分の1、仝測   

図は200分の1を用いた。  

4 スクリントーンは焼土の範囲を示す。  

5 遺物の挿図の縮尺は％を用いた。尚、溝出土遺物は％、古銭は％を用いた。  

6 遺物の写真横に付した番号は、挿図中の番号と一致し、写真を割愛した遺物の番号は欠   

番となっている。  

7 遺物の番号については、現地作業において用いたものを改訂して収録した。このため現   

地作業の番号は遺物の一覧表の備考覧に収録した。   
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第1章 調査に至る経過と組織   

第1節 調査に至る経過  

60年4月19日 前橋市元総社町2071番地の2、関口良作氏より前橋市教育委員会あて、貸住  

宅建設に伴う表面調査依頼が提出される。予定地は総社町二丁目8－7、現  

況は畑、面積は873m2である。  

60年4月22日 表面調査の結果、当該地域には原始・古代の土器が散布し、隣接して閑泉樋  

遺跡も確認されているため試掘調査の必要がある旨、4月30日に申請者あて  

回答。  

60年5月7日 申請者より試掘依頼が提出される。  

60年5月22日 試掘調査を実施。トレンチ4条を入れた結果、古墳時代の住居跡2軒、溝2  

条、土拡4基を検出し、土師・須恵片も多数見られた。  

60年5月29日 試掘結果を申請者に回答。  

60年6月17日 当該地開発施工者である㈱藤田ビジネスプロモーターより市教委あて発掘調  

査依頼が提出される。  

60年7月1日 前橋市埋蔵文化財発掘調査団で調査を受託し、現場調査は山武考古学研究所  

へ委託することでそれぞれ委託契約を締結。61年3月31日までを調査期間と  

し調査に着手。  

第2節 調査の組織  

団  長 奈良三郎 （教育次長）  

発掘調査指導 平岡和夫 （山武考古学研究所 所長）  

〃  大和久震平 （  同  調査研究室長）  

担 当 者 千田幸生 （   同  調査研究員）  

事 務 局  前橋市教育委員会  

一1－   
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1．閑泉樋南遺臥2．清里・陣馬遺跡、3・総社桜ヶ丘遺跡、4・青柳寄居遺跡、5・庚申塚遺  

跡、6．清里南部・中島遺跡、7・下東西遺跡、8・柿木遺臥9・総社二子山古墳、10・愛宕  

山古墳、11．宝塔山古墳、12．蛇穴山古墳、13・遠見山古墳、14・国府境遺跡、15・山王廃  

寺、16．国分僧寺、17．国分寺中間地城遺臥18・国分尼寺、19・王山古墳、20・閑泉樋遺  

跡、21．元総社明神遺臥22．鳥羽遺跡、23・中尾遺臥24・正観寺遺跡、25・日高遺跡、  

26．大八木遺跡、27．国府推定地域  

第1図 遺跡位置図  
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第2章 退跡の立地と考古学的環境   

第1節 立地   

本遺跡は国鉄上越線新前橋駅の北北西約1．8km、利根川右岸榛名山南東麓に位置する。榛名  

山南東麓は相馬ヶ原扇状地を形成し、その南東で平坦な前橋台地へ移行する。遺跡はこの前橋  

台地上に位置し、午池川、染谷川、八幡川等の河川が商流している。遺跡の東側は前橋市の中  

心地であり、西側には桑畑が多く残っている。標高は116mを計る。  

第2節 考古学的環境   

本遺跡の位置する前橋市元結社町から群馬町にかけての地域は、上野国の国府がおかれ、奈  

良時代における群馬県の政治文化の中心地であった。又縄文時代から平安時代に至るまで多数  

の遺跡が存在する地域でもある。   

特に近年関越自動車道建設に伴う大規模な発掘が行なわれ、多大な遺構・遺物が検出されて  

いる。   

以下各時代ごとに概観する。   

縄文時代   

国分寺中間地域遺跡で中期を中心とする住居址が検出されている。   

弥生時代   

清里庚申塚遺跡で環濠を伴う中期後半の住居址が検出されている。目高遺跡では水田址と方  

形周溝墓が検出されている。   

古墳時代   

総社古墳群が存在する。いずれも横穴式石室を持つものである。   

王山古墳、遠見山古墳は6世紀前半までには築造されていたと思われ、横穴式石室の初期の  

ものと考えられている。総社二子山古項、愛宕山古墳は、6世紀末から7世紀初頭にかけての  

築造と考えられている。宝塔山古墳、蛇穴山古墳は、8世紀初頭の築造で、終末期の古墳とし  

て知られている。   

集落は大規模なものは少ないが、後期を中心に点存する。本遺跡の北側には閑泉樋遺跡があ  

り、後期の住居址が検出され、本遺跡検出の住居址との関連が考えられる。   

奈良・平安時代   

上野国の国府が置かれ、国分僧寺、国分尼寺、山王廃寺が建てられる。山王廃寺は伽藍配置  

は不明であるが、出土した瓦などから白鳳期の建立と推定されている。   

集落も鳥羽遺跡、国分寺中間地域遺跡、中尾遺跡、清里・陣馬遺跡など大規模な集落が出現  

する。   

本遺跡周辺では至る所で、奈良・平安時代の遺物が採取されており、当時この地域が上野国  

の中心地であったことを窺わせる。  

－ 3 －   



第2図 遺跡周辺国  
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第3章 調査の経過   

確認調査は873m2を対象とし、昭和60年5月22日に行なった。その結果住居址、土砿、構等  

が検出された。   

本調査は425nfがその対象となり、昭和60年6月25日に開始した。梅雨時でもあり、雨にた  

たられたが、同年7月25日に終了した。  

第1節 調査の方法（第3図）   

確認調査のトレンチ法を用い、調査区に合わせて任意に設定し、掘り下げを行なった。   

本調査区のグリットは磁北に合わせて、南北に1・2・3、東西にABCDとし、各グリッ  

ドの北西側の交点を基点とした。   

各遺構の調査は土層観察の為のベルトを残して掘り下げを行ない、遺構内の充填土の観察を  

行なった。  

1号溝は完掘せず、トレンチによる調査を行なった。   

遺物は遺構外のものはグリソトー括で取り上げ、遺構に伴うと思われるものは、その出土位  

置を記録した。   

実測図は全体測量を200分の1で実測し、各遺構は20分の1で実測した。なお住居址のカマ  

ドは10分の1で実測した。   

写真の撮影は大型白黒カメラ、小型白黒カメラ、スライド用小型カメラの3台で行ない、調  

査の各段階での記録を行なった。  

＋  

［ 

A－3  
十  

C－3  
＋  

B－3  
＋  

第3図 グリッド配置・トレンチ設定図  
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第2節 日誌抄  

6月25日 本調査区の範囲設定。表土掘削の開始。  

6月26日 表土掘削終了。  

6月27日 作業員が入り、確認作業を行なう。住居址4軒を確認する。  

6月29日 溝、土砿を確認する。  

7月1日 雨のため現場水没。ポンプによる排水作業を行なう。  

7月3日 住居址検出部分の拡張作業を行なう。  

7月4日 確認全景写真の撮影。  

7月5日1号構の掘り下げを行なう。溝は幅が5mあり、調査区の北側の半分弱を占める。  

仝掘が困難なため、トレンチによる調査とする。  

7月9日 1号住居址の掘り下げ開始。  

7月10日 2・3号住居址の掘り下げ開始。  

7月12日1・2号住居址の実測・写真撮影。3・4号住居址の掘り下げを行なう。  

7月17日 1号溝の実測・写真撮影。  

7月18日 土拡及び不明確認分の掘り下げ。  

7月20日1号溝のトレンチを2本増やし、掘り卜げを行なう。  

7月22日 3・4号住居址の実測・写真撮影を行なう。竪穴状遺構の掘り下げ。  

7月23・24日 各遺構の実測・写真撮影を行ない、個々の遺構の調査を終了する。  

7月25日 仝測図の作成。清掃を行い終了写真の撮影を行なう。  

発掘調査を終了する。  

第3節 土層（第4図）   

本遺跡の周辺は榛名山ニッ岳降下のFA・FP層、浅間山降下のB・C軽石層が検出されてい  

る場合も多い。しかし本遺跡ではC軽石が少量検出されたのみである。   

遺構は古墳時代の住居址はⅡ層下から掘り込まれ、中世以降と考えられる溝はⅡ層上面から  

掘り込まれている。   

土層は両壁中央の堆積状況を模式化したものである。  

Ⅰ層 暗褐色土 表土 25cm前後の堆積である。   

Ⅱ層 暗褐色土 C軽石を少量含む、しまり粘性ともに  

あまりない。15cm前後の堆積である。   

Ⅲ層 黒褐色土 C軽石をやや多く含む。しまり良く、  

粘性ない。西側はほとんど検出されず、  

東側は10cm前後の堆積である。   

Ⅳ層 褐 色土 ローム漸移層。  

L：116．00  

‥ 

第4図 標準堆積土層模式図   

－ 6 －   



第4章 検出された迫構と遺物（第5図）  

本遺跡で検出された遺構は古墳時代後期の竪穴住居址4軒と、歴史時代と思われる土拡5基、  

溝2条、及び竪穴状遺構1基である。  

小一－一－－－ニ≡⊥三一  
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第5図 遺跡仝測図  
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第1節 住居址   

住居址は調査区南側で4軒が検出された。いずれも調査区外にまたがり、完掘できたものは  

ない。  

1号住居址 （第6－8回  国版1－2～5・9・10 表1）   

本址は調査区南西側B－2グリッドで検出された。南側と西側が調査区外にまたがり、北側  

は塔が立っているため、一部のみの調査である。   

主軸方向はN600Eと思われる。プランは方形を呈すると思われ、出土した遺物からカマド  

を有する住居址と考えられる。   

確認面は第Ⅱ層下、第Ⅳ層上面で、掘り込みは30cmである。   

覆土は暗褐色土を基調とする自然堆積である。   

壁は東壁の一部のみの検出であるがほぼ垂直に立ち上がる。床面はほほ平坦で、踏み固めは  

ほとんど見られない。   

周溝は検出されなかった。   

ピットは2基検出されたがいずれも浅い。又間仙卯犬の溝が検山されている。   

遺物は調査範囲に比べて比較的多く出土している。又、河原石が26点出土している。  

L
‥
〓
の
．
A
O
M
 
 

Ⅰ‘層 黄褐色土：道路を作るためにもってきたローム  

Ⅰ層 暗褐色土：表土  

Ⅲ層 暗褐色土：C軽石（2mm）、ロームブロック（2－  

10mm）を少t含む、しまり粘性と  

もにない  
1層 暗褐色土：C軽石（2mm）を少量含む、しまり粘  

性ともにあまりない  
2層 暗褐色土：C軽石（2mm）及びロームブロック（2  

－10仰）及び焼土粒了・、炭化物を  

含む、しまり粘性ともにあまりない  

3層 暗褐色土：しまり粘性ともにやゃある  

第6図 1号住居址実測図  
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第7図1号住居址出土実測図（1）  
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10  

10cm  

し  」  

第8図1号住居址什■十実測図（2）  

表11号住居址出土遺物観察表  

器形  
番号  器高  器形、成・整形の特徴   胎 土  焼 成  色 紙  備  考  

連存度   

壌   ZZ，1  長胴乱口綾部内外面ヨコナデ。外面胴部荒いヘラケ  小石、砂粒   
39．7   やや不良  にぷい褐色  15   

ロ  底部一部欠  ズり。   を多く含む。   

聾  長胴墟。口緑部内外面ヨコナデ。外面胴部ヘラケズリ。  小石、砂粒   
2  33．8  

やや不良  にぶい褐色  15底部木葉痕。  
1／2存  5．3  底部付近ヘラケズリ。   を多く含む。   

挿  12．5  緻 密  良  好  赤褐色 （黒斑あり）  輝土   
3  3．4   

1／5存  

杯  11．6  
4  4．8   緻 密  良  好  褐 色  オ土   

1／4存  

1不  12．4  
5  4．6   

1／4存  

良  好  外面橙褐色 内面男色  覆土   

瑳   20．4  口緑部内外面ヨコナデ。外面縦方向のヘラケズリ、内  小石、長石   良  好  橙褐色  ロ  

口緑部のみ1／2存    面横方向のヘラケズリ。   を含む。   

20．4  長胴軌口緑部内外緑ヨコナデ。外面胴部縦方向のへ  小石、砂粒   15、19、Zの壌  
彗  

7  23．0   
やや不良  にぶい褐色   一一個体の可  

底部欠場  ラケズリ。   を含む。  能性あり。   

婆  20．8  口綾部内外面ヨコナヂ。外面縦方向のへラケズリ。  砂粒を  良  好  褐 色  ユ   

8    口綾部のみ1／3存  含む。  

徽 密  良  好  黒褐色  ロ   

杯  13．1  
3．Z   緻密  良 好   褐 色  4   

10   1／2存  

一10一   



2号住居址（第9・10図  図版2－2・10）  

本址は調査区南西側C－2グリッドで検出された。北東側一部のみの調査である。  

主軸方向はN520Eと思われ、方形を呈すると考えられる。  

確認面は第Ⅱ層下、第4層上面で、掘り込みは30cmである。  

覆土は自然堆積である。  

周溝、ピット、カマド等の付帯設備は調査した範囲では検出されなかった。  

遺物は覆土中から少量出土している。  

Ⅰ層暗褐色土：表土5甘土堀  

Ⅲ層 暗褐色土：C軽石を少i含む、しまり粘性あま  

りない  
m層 褐色土：ローム漸移層   

1冒 黒褐色土：ロームブロック（2－10。m）・C軽石  

（2帆m）を少量含む、しまりよく粘  

性あまりない  
2層 暗褐色土：ローム粒子及びブロック（2－5m。）を  

含む、しまりややあり粘性あまり  
ない  

0  

第9図 2号住居址実測図  

遺物）   

第10図1は碧の1／4片である。   

口径は21．6cmである。   

摩耗が激しい。胎土は細かく、  

焼成は良好である。色調は赤褐  

色を呈する。   

第10図2は棄の口縁部片であ  

る。口径は24．6cmである。   

口縁部はやや外反し、内外面  

に横ナデを施す。外面頚部下は  

ヘラ削りが見られる。胎土は細  

かく、焼成は良好である。色調  

は褐色を呈する。   

2は棄としたが甑の可能性も  

ある。  」         」 」  

第10図 2号住居地出土遺物  
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L：115．90M  

瀾   
貯蔵穴   

1冒 暗褐色土：ロームブロック（10－20爪m）を多く  

含む、C軽石を徴i含みしまりよ  

く粘性あまりない  
2層 暗視色土：ロームブロック（5－10皿）及びC軽  

石を多く含む、1層より暗くしま  

り粘性あまりない  
3層 暗視色土：ロームブロック（2－5mm）及び粒子を  

含む、粘土を微量含みしまりやや  

かあり、粘性ない、C軽石少量含  

む  
4層 褐色土：ローム粒子をやや多く含む、しまり  

粘性ともあまりない   

1層 褐色土：C軽石及びロームブロック（2～  

10mm）を多く含む、しまりよく粘  

性あまりない  
2層 暗褐色土：C軽石及びロームブロック（2－51仰）  

を少i含む、しまりやや粘性とも  

ややある  
3層 褐色土：C軽石及びロームブロック（2－5mm〉  

を少i含む、しまり粘性ともやや  

ある  
4層 暗淘色土：ロームブロック（2－5■Ⅶ）を少土合  

む、しまり粘性ともやゃある  

B一  

貯蔵穴  

0  2M  

第11図 3号住居址実測図（1）  
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Lニ115．90M   

B  

1層 暗褐色土：粘土及びローム粒子を含む、しまり  

粘性ともややある  
2層 暗褐色土：ローム粒子を含む、しまり粘性あま  

りない  
3層 灰褐色土：粘土を多く含む、ローム粒子を少量  

含みしまり粘性ともある  
4層 暗褐色土エローム粒子を少土合む、しまりよく  

粘性あまりない  
5層 視色土：ローム粒子を多く含む、しまり粘性  

ともやゃある  
6冒 灰褐色土：札粘土で構築されている  

巧   

け  

第12図 3号住居址実測図（2）  
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3号住居址 （第11～13国  図版3・10・11表2）   

調査区南側C－2■D－2グリッドで検出。南西側の一部が調査区外となっている。   

主軸方向はN620Eである。規模は長軸590cm、短軸585cmで方形を呈する。   

確認面は第Ⅲ層上面で、深さは20cmである。壁はなだらかに立ち上がり、床面は踏み固めが  

認められ、カマド周辺が顕著である。   

覆土は4層に分けられ、自然堆積を示す。   

周溝は北東側の貯蔵穴付近を除いて、全周する。   

貯蔵穴はカマドの東側で検出された方形の掘り込みである。   

ピットは5基検出された。P－1－P－4が主柱穴と思われる。P－5はカマドの右袖付近  

で検出された。   

カマド 北壁中央で検出された。上部はトレンチによって削平されている。袖は粘土で構築  

され、1m程度住居址内に張り出している。支脚は検出されなかった。煙道部の壁外への掘り  

込みはわずかである。   

遺物は貯蔵穴付近にやや多く集まる。  

表2 3号住居址出土遺物観察表  

器形、成・整形の特徴   胎 土  焼 成  色 調  備  考   

良 好  灰鳩色  床着16  
を含む。   

ズリ内面ミガキ。脚部内外面ヨコナデ。   

小石、砂粒  17   

を含む。   

14．3   外面ヘラケズリ。   
小石を  

I不部のみ存  含む。   

小石、砂粒  良 好  にぶい褐色  床者10   
を含む。  

14．6   口緑部外面ヨコナデ。外面ヘラケズリ。   
砂粒を  
含む。   

13．6   口緑部外面ヨコナデ。外面ヘラケズリ、内面ミガキ。  砂粒を  

9   土不  
．   部ヘラケズリ。   
12．2   口緑垂直ぎみに立つ。口緑部内外面ヨコナデ。外面底  緻 密   良 好  赤褐色  貯1  

完存   

10   杯   巴  ，7  口綾部垂直ぎみに立つ。口綾部ヨコナデ。外面底部へ  緻 密   
4．7   ラケズリ。   良 好  橙褐色  17  

2／／3存  

土不   巴  ．8  口縛垂直ぎみに立つ。口緑部内外面ヨコナデ。外面底  鍵 密   良 好  赤褐色  17、18  
1／4存   ．   部ヘラケズリ。   

1Z   l廿  胴部「く」の字状に外反する。外面胴下半ヘラケズリ。  緻 密   良 好  褐 色  
1／4存  

－14－   



＼
l
′
 
 

芹「苛  

第13図 3号住居址出土遺物  
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≠申＼  

貞＋  

Ⅰ層 暗褐色土：表土  

口層 暗褐色土：C軽石（2mm）を少i含む、C軽石（2  

－10m。）を少i含み、しまりよく  

粘性あまりない  
Ⅲ層 黒褐色土：C軽石をやや多く、しまりよく粘性  

ない  
1唇 暗褐色土：C軽石（2mm）、ロームブロック（2－  

10m。）を多量に含む、しまりよく  

粘性ややある  
2層 暗褐色土：ローム粒子を少量含む、C軽石  

（2mm）、ロームプロソク（2mm）を徴  

i含み、しまり粘性ともやゃある  

8  ZAl 

1層 黒褐色土：焼土粒子及びロームブロック（2－  

10日m）を少量含む、しまり粘性と  

もやゃある  
2層 暗褐色土：焼土粒子を少量含む、しまりよく粘  

性ややある  
3層 黒褐色土：焼土粒子及びローム粒子を少i含  

む、しまりよく粘性ヤやある  

4層 暗赤褐色土：焼土粒子を多く含む、しまり粘性  

ともややある  
5層 暗褐色土：1層に似る  

6層 暗褐色土：C軽石及び焼土粒子を含む、しまり  

よく粘性ヤヤある  
7層 暗赤褐色土：4唇よりやや暗い  

8層 暗褐色土：2副二似る、C軽石を少量含む  

9層 黒色土：灰層  

10層 黒褐色土：ロームブロック（2－10mm）を少i含  

む、しまりあまりなく、粘性やや  

ある  
11層 黒褐色土：娩土粒子を含む、しまりあまりなく、  

粘性ややある  
12層 暗褐色土：ローム粒子を少量含む、焼土粒子を  

徴i含み、しまり粘性ともヤヤあ  

る  

0  1M   

く  ≡
○
？
巴
一
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第14図 4号住居址実測図  
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4号住居址（第14・15図   図版4・11表3）   

調査区南側D－2、E－2グリットで検出された○南側は一部調査区外となっている。   

主軸方向はN700Eである。規模は東西方向が320cmで、南北方向は不明である。   

確認面は第Ⅲ層上面で、掘り込みは20cmである。   

壁はなだらかに立ち上がり、床面はほぼ平坦で、踏み固めはあまり認められない。   

覆土は暗褐色土を基調とし、2層に分けられ、自然堆積を示す。   

周構はカマドの左側で一部検出された。北側には間仕切状の溝が検出された。   

ピットは2基検出されているが、いずれも浅い。   

カマド 北東壁中央で検出された。袖、支脚等は検出されなかった。煙道の壁外への掘り込  

みは30cmで、緩やかに立ち上がる。   

充填土の中の9は灰層である。火床部は検出されなかったが、中央部に浅い掘り込みが見ら  

れる。   

遺物は少量であるがカマドを中心にややまとまって出土した。また覆土中からではあるが、  

滑石製の紡垂辛が出土している。  

表3 4号住居址出土遺物観察表  

番号  器形 過存度  口径 器高 底径（cm）   器形、成・整形の特徴   胎 土  焼 成  色 調  備  考   

杯  11．8   

1／4存  口緑部ヨコナデ。外面底部ヘラケズリ。   緻 密  良 好  褐 色  カマド12   

彗  21．6   
口緑部ヨコナデ。外面胴部ヘラケズリ。   石英、長石  

2    口縁部1／5存  を含む。   灰褐色  カマド13   

紡垂車  
3  

完形   黒 色  滑石製、覆土10   

ミ訂′   

＋ ∴  ′フ ＼＼l ′1  

第15図4号住居址出土遺物  
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1層 褐色土：C軽石及びロームブロック（2－  

10mm）を多く含む、しまりよく硬  

い  
2層 暗褐色土：C軽石及びロームブロック少i（2－  

5mm）を含む、しまりよく粘性もな  

い  
3層 暗褐色土：C軽石少i及びロームブロックやや  

多い（2－10mm）を含む、しまりや  

やあり粘性ない  
4層 鴇色土：ローム粒子をやや多く含む、しまり  

粘性ともにあまりない  
5層 暗褐色土；C軽石少量含む、しまり粘性ともに  

あまりない  
6層 暗褐色土：ロームブロック（2－10mm〉を少i含  

む、しまり粘性ともにあまりない  

0  21t   

第16図 竪穴状遺構実測図  
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第2節 竪穴状遺構 （第16図  図版5－1）   

本構は調査区西側C－1・C－2グリッドで検出された。北側で1号構と重複し、本橋の方  

が古い。   

確認面は第Ⅱ層下、第Ⅳ層上面で、掘り込みは約40cmである。   

主軸方向はN800Eである。プランは隅丸方形を呈すると思われる。   

覆土はC軽石、ロームブロックなどを含む。   

壁はやや外反して立ち上がり、床面は凹凸がみられ、踏み固めは認められない。   

ピットや一段底くなった部分が認められるが、規則性がない。   

遺物は少量の出土である。ほとんどが細片で、摩耗している。  

第3節 土拡  

土壌は5基が検出されている。形状はさまざまである。3・4・6号土拡は欠番である。  

1号土砿 （第17図  図版5－2）   

本拡は調査区北西側B－1グリッドで検出された。西側が調査区外となっており、主軸方向、  

規模等は不明である。確認面は第Ⅱ層下、第Ⅳ層上面で、掘り込みは最深部で30。。を計る。底  

部はやや凹凸が認められる。遺物は覆土中から土師器の細片が出土している。   

2号土拡 （第17・第18図  図版5－3・12）   

本拡は調査区北西側B－1グリッドで検出された。主軸方向はN180wである。規模は170cm  

XllOcmで方形を呈する。確認面は第II層下、第Ⅳ層上面で、掘り込みは25cmである。遺物は  

須恵器の高杯の脚部が出土している。底形は10．2cmで、3方向に透しが入る。胎土は緻密で、  

色調は灰褐色である。焼成は良好である。   

5号土拡 （第17図  図版5－4）   

本砿は調査区南西側B－2グリッドで検出。南側の一部が調査区外となる。主軸方向はN9  

0Eである。規模は不明であるが楕円形を呈すると思われる。確認面は第Ⅲ層で、探さは25。m  

である。遺物は覆土中から土師器の細片が出土している。   

7号土砿 （第17図・18図  図版12）   

本拡は調査区南東側D－2グリッドで検出。主軸方向はN24Owである。規模は160cmX  

llOcmで楕円形を呈する。確認面は第Ⅲ層で、掘り込みは25cmである。断面形は皿状となる。  

遺物は砥石の破片が出土している。石質は粘板岩で孔がたたれる。使用面は全面に認められる。  
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8号土砿 （第17図  図版5－5）   

本拡は調査区北東側D－1グリッドで検出された。主軸方向はN850Eである。規模は330cm  

X90cmの長方形を呈する。1号港内の検出で、上部は貼り床となっており、本砿の方が古い。  

断面形は鍋底状となる。遺物の出土はない。  

A闇■生■1こ馳土＝。＿ム粒子 1層 暗褐色土：ローム粒子 を少i含む、しまり粘性  

あまりない  
2層 黒褐色土：ローム粒子を少量含む、しまり粘性  

ともややある  
3層暗褐色土：ローム粒子を含む、しまり普通で粘 4・  

性あまりない  
4層 梱色土：ローム粒子を多く含む、しまり粘性  

あまりない  
5層 暗褐色土：ロームブロック（2－5m川）を含む、し  

まりややあり粘性ない  

＝＝工＝二±  
L：116．40M   

土・ コ Il  

もl  

L：116．30M  

A  A－  

曽
 
 

‡ 
L二14。  

A  

カクラン   

「こニコ J 
ローーム  

1層 暗褐色土粒子を少量含む、しまりあまりなく粘性ややある0  

2号土砿   

A一  

一－‾「÷：√－  

1層 黒褐色土：C軽石を少量含む、しまり粘性とも  

あまりない  
2層 褐色土：ロームブロック（Z－10mm）を含む、  

しまりあまりなく、粘性もややあ  

る  

5号土砿  

可   

L：115．40M  

A － A’  ‾  

≡  
l層 黒褐色土：ローム粒子を少i含む、しまりあま  

りなく粘性もゃやある  
2層 暗褐色土：ローム粒子を多く含む、しまり粘性  

ともややある  
0  

L：115．60M  

A   椚床 ．ど 「ミニニT  
l層 黒色土 粘件強し－  

8号土拡  
2M  

第17区Ⅰ土拡実測図  

第18図 2・7号土拡出土遺物  
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】層 暗視色土：ロームブロック（2－10mm）を含む、  

しまりよく粘性あまりない   
2層 暗褐色土：1層にC軽石が少量混じる   

3層 暗褐色土：ロームブロック（2－10mm）を少量含  

む、しまり粘性ともにある   

d層 暗褐色土：C軽石を含む、しまりよく硬い  

A 5層 褐色土：ローム粒子を多く含む、しまりのな  

い層  
6層 暗梱包土：しまり粘性ともにある  

7官 業褐色土：しまり粘性ともにある  

鳥居 暗褐色土：ロームブロック（5－ZOmm）を多く含  

む、しまり粘性ともややある  

9層 暗褐色土：しまり粘性ともにある、粒子細かい  

10層 褐色土：ロームブロック（10－50mm）まじりの  

層、しまりよく粘性あまりない  

11層 暗絢色土：ローム粒子を少i含む、しまり粘性  

ともにある  
】2層 黒褐色土：ローム粒子を少量含む、しまり粘性  

ともにある  
13層 暗褐色土：砂質の層、しまり粘性あまりない  

14層 灰褐色土：灰褐色粘土質、ロームを多量に含む  

15層 黒褐色土：3層に似る、3層より粒子細かい  

ロームブロック  

ロームブロック  

L：】16．20M D  

0          5hl LI」  
E L：】16．00M  

第19図 1・2号溝実測図（1）  
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Fトレンチ   

1層 暗褐色 しまりよく硬い   
2層 暗褐色土1屑にロームブロック（2－5mm）が少量混じる   

3層 暗褐色土 ロームブロック及び灰褐色ロームブロック  

（5～1伽m）を含む、しまり粘性ともにある   

4層 暗褐色土 ロームブロック及び灰褐色粘土質ロームブロック  

（2－10mm）を含む、しまり粘性ともにある  

A‘5層 暗褐色土 しまり粘性ともにある。  

2m  

第20図1・2号溝実測図（2）  

第21図1号溝出土遺物  
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表4 1号溝出土遺物観察表  

番号  器形  口径  

遺存度   雷歪（。m）   器形、成・整形の特徴   

」m  7．6  
2．2  
5．1   

底部静止糸切り。   

33．2   
2   内耳部分卵形。   

片口鉢  27．9   
3  

口綾部片  片口部分指による成形。   

4   瓦   厚さ 2．1   女瓦（平瓦）布目。   

5   瓦   厚さ 2．1   女瓦（平瓦）布目。   

6   瓦   厚さ 2．0   女瓦（平瓦）布目。   

7  瓦  厚さ 1．5  男瓦（丸瓦）布目。   

8   瓦   厚さ 1．3   男瓦（丸瓦）布目。   

9   
古銭  直径  

2．2   （至）大通宝 元銭（1310年鋳造）か。   

第4節 溝  

1号溝 （第19～21図   図版6・7・8－ト12 表4）   

本溝は調査区北側で検出された。走方向はN820wで、ほほ東西方向に走る。   

確認面は第Ⅰ層下である。2段の掘り込みとなっており、上段は北側の立ち上がりは不明で  

あるが、逆台形を呈すると思われる。下段はU字状となっている。東側のAトレンチには下段  

の掘り込みはなく、西側のF・Gトレンチで立ち上がる。   

覆土は自然堆積を示し、しまりが良く硬い。   

下段には水流の跡が認められ、石が流れ込んでいる。   

遺物は覆土中からやや多く出土しているが細片が多い。   

調査区での長さは32．5mである。幅はEトレンチで6mを計る。確認面からの探さは上段で  

40cmから60cm下段で60cmから100cmである。   

2号溝 （第19・20図   図版8－2）   

本溝は調査区北東側で検出された。一部のみの検出のため詳細は不明である。走方向は北西  

から南東と思われる。   

確認面は第Ⅰ層下である。探さは調査した部分で130cmで、急角度で探くなる。   

覆土は自然堆積を示し、軽石の混入はほとんどない。   

遺物は覆土中から少量土器片が出土しているが、流れ込みと思われる。  
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第5節 遺構外出土遣物 （第22図）   

遺構外から出土した遺物は大形整理箱に1箱弱と量は少ない。時代的には古墳時代後期鬼高  

式のものと、中・近世の陶器片がほとんどで、いずれも細片である。   

縄文土器は図化した1片のみの出土である。   

第22図1は縄文土器片である。中期後半加曽利E式で、隆帯が見られる。縄文は単節RLで  

ある。   

第22図2は土師器の杯である。口縁部片である。口径は114cmで、底部は丸底になる。口縁  

部外面には横ナデが施される。胎土は緻密で、焼成良好である。色調は褐色である。古墳時代  

後期鬼高期の遺物である。   

第22図3は土師器の高杯である。坪部の1／3片である。内外面共に磨きが入る。胎土は赤色  

粒を含み、やや荒い。焼成は良好で、色調は赤褐色である。古墳時代後期鬼高期の遺物と思わ  

れる。  
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駄
継
甜
 
應
麒
 
 

第22図 遺構外出土遺物  
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第5章 まとめ   

本遺跡で検出された遺構・遺物は縄文時代・古墳時代・奈良・平安時代・中近世に及ぶもの  

である。ここでは各時代別にまとめる。   

縄文時代   

加曽利EⅢ式の土器片1片のみの検出である。遺構は検出されなかった。   

古墳時代   

住居址4軒が検出された。1号住居址は鬼高Ⅲ式で、7世紀後半と考えられる。2号住居址  

は出土した遺物から鬼高式の末葉と思われるが、調査が一部のため細かい時期決定はできない。  

3号住居址は鬼高Ⅰ式で6世紀初頭と考えられる。4号住居址は鬼高［式で6世紀末から7世  

紀初頭と考えられる。   

閑泉樋遺跡の調査結果（鬼高Ⅰ式2軒、鬼高［式1軒）と考え合わせると、この地域で検出  

された住居址は鬼高期のほほ全般に及ぶ。   

2号土砿と1号溝・竪穴状遺構からは鬼高期の土器片が検出されている。2号土拡から須恵  

器の高杯の脚部が検出されており、6世紀末薫から7世紀初頭にかけての遺物と思われる。1  

号溝・竪穴状遺構の出土遺物は住居址からの流れ込みと考えられる。摩耗した杯・棄の破片が  

出土している。   

土拡・竪穴状遺構は、2号土拡以外時代不明であるが、いずれも古墳時代以降の所産と考え  

られる。   

奈良・平安時代  

1号清から国分寺瓦が出土している。流れ込みと思われ、いずれも破片である。   

中・近世   

内耳鍋の破片・片口注口の鉢線、括り鉢片、古銭などが1号清から出土している。1号溝の  

構築年代は不明であるが、B軽石が認められないことからも古代末以降の所産と考えられる。  

2号溝は一部のみの調査のため不明な点が多い。   

これら2条の溝と閑泉樋遺跡検出の2状の満との関係は不明である。   

本遺跡は上毛野国府推定域と一部重複する地域にある。しかし国府に関連すると思われる遺  

構の検出はない。  
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写真図版   





図版 1

1.確認 全景西→東

2. 1号住居地造物出土状況 3. 同

4. 同 5. 同

27 



図版 2

1. 1号住居祉完掘状況

2. 2号住居社遺物出土状況

- 28 一



図版 3

3. 3号住居社貯蔵穴 4. 3号住居土Il:カマド

5. 3号住居壮完掘状況

29 



図版 4

1. 4号住居祉カマド

2. 4号住居祉完掘状況

- 30 



図版 5

1 

1 竪穴遺構完掘状況

2. 1号土拡 3. 2号土拡

4. 5号土地 5. 8号土拡
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図版 6

1. 1号溝Bトレンチ遺物出土状況南→北 2. 同西→東

3. 1号溝 C トレンチ遺物出土状況 南→北

5. 1号溝 D トレンチ遺物出土状況 南→北 6. 同西→東
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図版 7

¥ 

l. 1号溝Eトレンチ遺物出土状況 南→北 2. 同西→東

¥ 

3. 1号溝 G トレンチ遺物出土状況 西→東 4. 同完掘

3. 1号溝 C トレンチ完掘状況 西→東 6. 1号溝 D トレンチ完掘状況 西→東
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図版 8

， 

l. 1号溝Eトレンチ完掘状況西→東 2. 2号溝遺物出土状況西→東

3. 発掘調査終了時全景西→東

← 34 



図版 9

¥ 

l号住一 l 1号住- 2

7 l号住-3

置圃 1号住- 6

l号住- 4

1号住- 5

1号住 7 

l号住居士止出土遺物

35 



図版10

1号住-9

1号住-8

1号住-10

2号住 2 

2号住一 l

3号住-1 3 号住 2 

3号住-3 3号住-4

1 . 2 ・3号住居社出土遺物

- 36 



図版11

3号住-5 3号住- 6 3号住一 7

3号住- 8 3号住- 9 3号住-10

3 号住一11 3号住-12

4号住-1 4号住-2 4号住 3 

3 ・4 号住居祉出土遺物
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図版12

l号講一 l l号溝-2 1号講一 3
/ 

圏邑
1号溝-4 1号溝- 5 I号溝-8

2号土i広 7号土拡

l号溝、 2 ・7号土拡出土遺物

- 38 一
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